
高木仁三郎市民科学基金 2006年度決算概況 ＜2007/5/8 修正版＞

2006/4/1～ 2007/3/31 （単位：円）

予算 実績 備考 予算 実績 備考

会費収入 6,500,000 4,527,000 助成金 10,000,000 9,000,000
寄付収入 5,500,000 16,617,630 委託研究費(核燃・地震と原発) 1,500,000 2,000,360
核燃研究サポート 0 43,896 助成関係費(公募･選考･成果発表費) 1,840,000 1,659,946
地震研究サポート 1,500,000 918,000 広報･普及事業費 1,500,000 1,172,069

支援合計 13,500,000 22,106,526 管理費 4,890,000 4,302,063
運用収入 0 16,076 内人件費 3,750,000 3,358,147
補助金収入 1,000,000 0
雑収入 250,000 135,249

14,750,000 22,257,851 19,730,000 18,134,438
支払済助成金返戻 0 -4,980,000 4,123,413

基準日 2007/3/31 （単位：円）

期初 期末 備考 期初 期末 備考

現金 59,557 48,143 未払助成金 7,750,000 8,700,000
普通預金/三菱 3,645,615 3,345,679 未払金 0 0
普通預金/三菱基金口 30,002,042 36,016,182 源泉税預り金 55,176 56,647
普通預金/りそな 842,563 842,948 7,805,176 8,756,647
郵便振替 164,354 140,494
郵便振替２ 618,070 22,370 期初 期末 備考

仮払金 8,731 0 前期末正味財産 27,535,756 27,535,756
未収入金 0 0 当期正味財産増減額 4,123,413

27,535,756 31,659,169
35,340,932 40,415,816 35,340,932 40,415,816

ﾁｪｯｸ 0 0

基準日 2007/3/31 ■設立時からの累計 （単位：円）

支援者数(人) 昨年度 今年度 収入 142,216,848
会員 608人 580人 ※ 内 会費・寄付・市民研究サポート 110,760,352
寄付者 246人 109人 ※ 内 高木仁三郎遺産 30,483,833

支援者数合計 854人 689人 内 受取利息・雑収入など 972,663
｢市民研究サポート｣ 364人 114人 支出 110,557,679

内 助成金・委託研究費 65,072,320 59%
※ 2007/5/8 支援者数訂正 正：会員580人、寄付者109人 内 助成関係費･広報･普及活動費 20,653,672 19%

誤：会員569人、寄付者120人 内 管理費 24,831,687 22%
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■ 収支計算書

【収入】 【支出】

収入 支出

高木基金 収支の推移 （単位：千円）
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収入の傾向

● 今年度は、認定ＮＰＯの承認を得たことで大口の寄付が増え、収入予算を大きく上回る2,200万円ものご支援を頂き、

年度末の収支は 412万円の黒字となりました。

これにより、2005年度末に基金残高が高木仁三郎さんの遺産額を割り込んでいた状況は解消できました。1
●一方、支援を下さった方の人数は、昨年の854名に対し、今年度は689名にとどまりました。大きな要因は「地震と原発」

研究の呼びかけが昨年の核燃研究に比べ弱かったことであり、事務局として大きな反省材料です。4
基金の持続的な運営のためには、2007年度以降も地道な会費・寄付の獲得とともに、相当額の大口寄付を獲得して

いく必要があります。特に、新規支援者の獲得が大きな課題です。 9 4


